
8 月 23 日 B 会場［ロイトンホール］ 

SY1-1 家族が語る脳卒中急性期患者に対する思い 
小河 知香、石田 智子、高橋 温子、田中 沙智、藤川 忍、加賀 有未

医仁会武田総合病院

SY1-2 遷延性意識障害者家族の精神的負担を軽減するために有効な相談支援の 
あり方の検討

田中 陽子、兼松 由香里、浅野 好孝、篠田 淳

木沢記念病院 中部療護センター

SY1-3 軽度意識障害で発症した悪性脳腫瘍患者の家族へ関わり 
～倫理的視点から考える～

宮地 祥子、山崎 さよ子

埼玉医科大学総合医療センター ５階東病棟

SY1-4 グリオーマ Grade2 の患者の社会復帰状況の後ろ向き調査と看護への提案 
佐藤 由紀子 1、丸山 隆志 2、新田 雅之 2、仁木 千晴 3、生田 聡子 3

村垣 善浩 3 
東京女子医科大学 1社会支援部  2脳神経センタ－脳神経外科 
3先端生命医科学研究所 先端工学外科学分野 

SY1-5 重症脳疾患患者の退院支援について―当院（有床診療所）での取り組み― 
南 由佳子 1、上田 孝 2、和田 奈穂 1、濱崎 和彦 1、坂元 いづみ 1

後藤 知絵美 1、金丸 江理子 1、和泉 美千代 1、大塚 清美 1

医療法人社団孝尋会 上田脳神経外科 1病棟看護部  2脳神経外科 

SY1-6 意識障害を来した若年患者への退院支援 
藤原 美恵、谷澤 春香、平田 哲也、大塚 達也、北島 美和子、元木 由美

武久 洋三

医療法人 平成博愛会 博愛記念病院

SY1-7 若年性遷延性意識障害者の自立支援 
松田 陽子 1、日高 紀久江 2 
1元 筑波大学大学院人間総合科学研究科  2筑波大学 医学医療系

シンポジウム SY1  9：00～10：10 

『家族支援・自立支援・在宅医療』  
座長： 葛田  衣重 千葉大学医学部附属病院  地域医療連携部

 岸部 友美  自動車事故対策機構 千葉療護センタ－

角丸 圭子  社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部



『意識があって会話もできるが何かおかしい！－脳機能障害の本質を見極める－』

石合 純夫

札幌医科大学医学部リハビリテーション医学講座

SY2-1 大学病院における多職種による遷延性意識障害の積極的治療 
森田 功 1、垣内 孝史 2、尾内 一如 3、神野 哲夫 4、土川 美香 5

加藤 庸子 1、廣瀬 雄一 1 
1藤田保健衛生大学 医学部 脳神経外科  2垣内病院 
3知多リハビリテーション病院  4ジャパン藤脳クリニック 
5藤田保健衛生大学病院 看護部 

SY2-2 多職種連携を行った結果、意識障害患者が自宅退院できた一事例 
我謝 敦子、桜木 千恵子、土川 美香

藤田保健衛生大学病院 脳神経外科 看護部 1-4A 病棟 

SY2-3 遷延性意識障害患者の回復促進への取り組み 
木村 真由美、蛯名 さとみ、高橋 美香

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部

SY2-4 意識障害患者に対する生活の再構築に向けた療養病棟の取り組み 
矢野 理沙 1、小川 晴美 1、杉原 千代子 1、山本 和代 1、戸田 由紀子 1 

紙屋 克子 2、原川 静子 3、日高 紀久江 4 
1医療法人徳洲会 大垣徳洲会病院  2筑波大学名誉教授 
3株式会社ナーシングサイエンスアカデミー  4筑波大学 医学医療系 

SY2-5 救命救急科において精神科リエゾンチームを活用した退院支援の取り組み 
児玉 照光

亀田総合病院 総合相談室

『運動麻痺回復のための脳卒中リハビリテーション update』

原 寛美

桔梗ヶ原病院高次脳機能リハビリテーションセンター

教育講演 TL3  10：10～11：00 

『意識があって会話もできるが何かおかしい！－脳機能障害の本質を見極める－』  
座長： 鈴木  倫保    山口大学医学部 脳神経外科

ランチョンセミナーLS4    12：10～13：05 

座長： 重森  稔 柳川リハビリテーション病院

共催：  株式会社  ムトウ

シンポジウム SY2 11：00～12：00 

『チーム医療』  
座長： 山口 研一郎 やまぐちクリニック

森田  功 藤田保健衛生大学 脳神経外科

利  悌子  社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部
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